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§１．研究成果の概要 

 

標本採取による細胞診断は、癌の早期発見に有効な検査法の 1つである。本申請課題では、超

多重焦点画像列から細胞の 3次元形状情報を抽出し、それに基づいた 3次元画像認識 AIによ

る細胞レベルで診断する革新的な子宮頸部細胞診自動診断支援システムを開発する。2020年度

では、１）標本全体から６種類（正常、前癌、癌、その他）の細胞を高精度で識別可能な手法、２）多

重焦点画像列からの細胞 3次元形状の復元手法、を開発した。また、３）1367症例の子宮頸部細

胞標本検体を用いて、細胞の多重焦点画像列データベースを構築した。 

 

 

§２．研究実施体制 

 

（１）諸岡グループ 

① 研究代表者：諸岡 健一 （岡山大学学術研究院 教授） 

② 研究項目 

・3D画像認識 Deep Neural Networkによる癌診断支援システムの構築 

 

（2）長原グループ 

① 主たる共同研究者：長原 一 （大阪大学データビリティフロンティア機構 教授） 

② 研究項目 

・コンピュテーショナル顕微鏡の開発と細胞の三次元形状復元 

 

（３）大野グループ 

① 研究代表者：大野 英治 （京都橘大学健康科学部 教授） 

② 研究項目 

・細胞画像データベース構築と癌診断支援システム検証 

 

（４）橋本グループ 

① 研究代表者：橋本 英樹 （株式会社プロアシスト R&D企画部 R&D企画課 課長） 

② 研究項目 

・癌診断支援システムのクラウド化と事業化に向けた開発 
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